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早
い
も
の
で
今
年
も
あ
と
１
カ
月
余
を

残
す
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
会
員
の
み
な

さ
ま
に
は
、
年
末
に
あ
た
り
「
会
長
の
訴

え
」
を
出
し
て
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
が
、

是
非
ご
協
力
く
だ
さ
い
。 

１
， 

① 

２
０
２
４
年
度
会
費
納
入
の
促
進
、
前 

２
，  

 
 

納
も
含
め
お
願
い
し
ま
す
。 

３
， 

➁  

１
口
千
円
規
模
の 

「
年
末
募
金
」に 

４
，     

ご
協
力
下
さ
い
。 

５
， 

③ 

「
不
屈
」
新
年
祝
賀
広
告(

１
口
五
千 

６
，  

 

円)

の
応
募
に
ご
協
力
下
さ
い
。 

７
， 

④ 

「
治
安
維
持
法
と
現
代
」 

秋
季
号
が 

８
，    

出
来
ま
し
た
。「
定
期
購
読
」
申
込
者 

９
，    

受
付
中
で
す
。 

 「
国
会
請
願
署
名
運
動
」、
年
内
節
目
標 

30
％
達
成
に
ご
協
力
く
だ
さ
い 

 

来
年
の
国
会
請
願
に
向
け
、
埼
玉
県
は 

１
万
筆
の
目
標
達
成
め
ざ
し
て
取
り
組
ん 

で
い
ま
す
。
い
ま
、
県
本
部
は
手
分
け
し
て 

諸
団
体
へ
の
申
入
れ 

も
行
っ
て
い
ま
す
が
、 

達
成
の
カ
ギ
は
会
員 

の
み
な
さ
ま
の
10
筆
、 

20
筆
の
取
組
み
に
か 

か
っ
て
い
ま
す
。
宜
し 

く
ご
協
力
く
だ
さ
い
。 

＊
下
段
の「
行
田
支
部
」
の
経
験
を
ご
覧
下
さ
い 

            

 

                  

【
個
人
署
名
】  

 
 
(

２
１
５
筆) 

 

埼
玉
土
建
県
本
部 

 
 

 
 

 

１
０
４
筆 

川
越
地
方
労
働
組
合
連
絡
協
議
会
15
筆 

税
制
経
営
研
究
所 

 
 

 
 

 
 

 
 

５
筆 

大
宮
平
和
美
術
会 

 
 

 
 

 
 

 

16
筆 

国
賠
さ
い
た
ま
市
南
部
支
部 

 

10
筆 

同 
 

 

春
日
部
支
部 

 
 
 

17
筆 

  

同 
  

行
田
・
羽
生
支
部 

 

33
筆 

 
 

 

同 
 

上
尾
支
部  

  
 
 
  

15
筆 

 
【
団
体
署
名
】  

 
 
(

２ 

筆) 

川
越
地
方
労
働
組
合
連
絡
協
議
会 

行
田
協
立
診
療
所 

 
 

 
 署

名
合
計 

 
 

（ 
10
月
末
現
在
） 

 
 

 
   

個
人
署
名   

 

１
０
９
０ 

筆 
 

 
 

 
   

団
体
署
名 

 
 

 
 

  
10
筆 

 

 
 

       

 

衆
議
院
選
挙
の
結
果
、
与
党
の 

自
民
・ 

公
明
の
過
半
数
割
れ
を 

も
た
ら
し
ま
し
た
。
選
挙
中
に
は 

相
変
わ
ら
ず
「
共
産
党
は
党
名 

を
変
え
た
ら
」
と
の
助
言
が
あ
り
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
の「
共
産
」と
は
、
広
辞
苑
に
よ

る
と
「
財
産
を
共
有
す
る
こ
と
」
と
さ
れ
ま

す
。
そ
し
て「
共
産
主
義
」
と
は
、「
生
産
力
が

高
度
に
発
達
し
、
各
成
員
が
能
力
に
応
じ
て

労
働
し
、
必
要
に
応
じ
て
分
配
を
受
け
る
段

階
、
こ
れ
が
狭
義
の
共
産
主
義
」
と
あ
り
ま

す
。
い
い
で
す
よ
ね
▼
と
こ
ろ
で
、
政
党
の
名

称
に
つ
い
て
い
う
な
ら
、
自
由
民
主
党
の「
自

由
」
と
は
何
で
し
ょ
う
。
広
辞
苑
に
要
る
と
、

自
由
と
は
？「
心
の
ま
ま
で
あ
る
こ
と
。
思
う

通
り
。
自
在
。
」
と
共
に「
他
か
ら
の
拘
束
・

束
縛
・
強
制
・
支
配
を
受
け
な
い
こ
と
。
」
と

あ
り
、「
行
動
の
自
由
、
選
択
の
自
由
、
必
然

性
の
認
識
に
も
と
づ
い
て
自
身
お
よ
び
自
然

を
支
配
す
る
積
極
的
な
自
由
、
意
志
の
自

由
、
倫
理
的
自
由
な
ど
の
よ
う
に
」「
人
間
を

取
巻
く
諸
条
件
を
統
御
す
る
こ
と
を
意
味

す
る
」
と
言
い
ま
す
▼
国
民
一
人
一
人
の
思

い
や
願
い
は
さ
て
お
い
て
、
現
代
の
資
本
主
義

社
会
に
お
い
て
は
、
一
部
の
資
本
家
か
ら
託

さ
れ
た
願
い
を
「
一
般
国
民
か
ら
の
拘
束
・

束
縛
・
強
制
・
支
配
を
受
け
な
い
」
で
、
実
現

し
て
い
く
政
治
を
目
指
す
政
党
で
あ
る
こ
と

を
意
味
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。
い
か
が
で
す

か
？ 

 

（
治
）  

 
 

 

 
 

 

 

           

      

          
 

 

 

憲
法
守
る
決
意
固
め
９
条
生
か
し
た

平
和
外
交
を
・
・・ 

選
挙
結
果
に
思
う 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

副
会
長 

小
池 

莊
市 

 
 

こ
の
度
の
総
選
挙
で
、
改
憲
派
勢
力
が

改
憲
発
議
に
必
要
な
３
分
の
２
の
議
席
を

割
り
込
み
ま
し
た
。
非
常
に
大
き
な
意
味

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
改
憲
派
が
９
条
に

簡
単
に
手
を
付
け
る
こ
と
が
難
し
い
状
況

を
つ
く
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

総
選
挙
後
に
石
破
首
相
は
、「
党
是
で

あ
る
憲
法
改
正
を
前
に
進
め
る
」
と
改
め

て
宣
言
し
ま
し
た
。
首
相
が
９
条
改
憲
を

正
面
に
掲
げ
る
背
景
と
狙
い
は
、
米
軍
と

の
司
令
部
機
能
の
統
合
、
敵
基
地
攻
撃
能

力
の
保
有
、
武
器
輸
出
な
ど
安
保
３
文
書

に
基
づ
く「
大
軍
拡
」
の
推
進
で
、
米
国
の

軍
事
戦
略
と
ま
さ
に
一
体
の
も
の
で
す
。 

日
米
安
保
に
も
と
づ
き
米
国
と
一
体
の

軍
事
体
制
を
本
気
で
つ
く
ろ
う
と
す
れ

ば
、
憲
法
９
条
を
変
え
ざ
る
を
得
な
い
の

で
す
。
日
米
安
保
と
憲
法
９
条
は
矛
盾
し

て
い
ま
す
。
日
米
安
保
は
核
兵
器
つ
き
の

軍
事
同
盟
で
す
。
日
本
原
水
爆
被
害
者

団
体
協
議
会
が
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
受
賞

し
た
も
と
で
、
米
国
の
核
戦
略
を
手
助
け

し
、
核
廃
絶
の
動
き
に
反
対
し
続
け
る
の

か
と
い
う
こ
と
も
問
わ
れ
ま
す
。
核
兵
器

を
な
く
し
た
い
と
い
う
世
界
の
人
々
と
手

を
結
び
、
平
和
を
つ
く
っ
て
い
く
た
め
に

も
、
日
米
軍
事
同
盟
で
は
な
く
、
憲
法
９

条
を
生
か
し
た
平
和
外
交
を
進
め
て
い
く

事
が
必
要
で
す
。 

               

け
て
い
ま
す
。 

一
方
、
政
治
の
い
き
づ
ま
り
を

改
革
す
る
新
し
い
激
動
の
時
代
の

は
じ
ま
り
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

大
軍
拡
、
憲
法
改
悪
を
阻
止
す

る
国
民
の
共
闘
の
力
が 

い
っ
そ
う

大
切
に
な
っ
て
き
ま
す
。
草
の
根
の

結
び
つ
き
を
強
め
て
行
き
ま
し
ょ

う
。 

 
 

10
月
30
日 

記 

 
 

 
 

 
 

 

会
長 

 

加
藤 

ユ
リ 

                

10
月
27
日
に
行
わ
れ
た
衆
議
院
選

挙
で
自
民
・
公
明
与
党
は
過
半
数
を
下

回
り
、
現
職
大
臣
２
名
、
裏
金
議
員
28

名
が
落
選
し
、
石
破
茂
政
権
に
大
き
な

打
撃
を
あ
た
え
ま
し
た
。
各
新
聞
は
翌
日

「
自
民
一
強
の
時
代
は
終
わ
っ
た
、
与
党
へ

の
不
信
の
表
れ
」「
自
公
民
過
半
数
割

れ
、
政
治
と
カ
ネ
響
く
」
な
ど
と
一
斉
に

報
道
し
ま
し
た
。
自
民
党
を
追
い
詰
め
た

発
端
は
、
日
本
共
産
党
の
新
聞「
赤
旗
日

曜
版
」
の
裏
金
問
題
、
さ
ら
に
決
定
打
と

な
っ
た
の
は
裏
金
で
非
公
認
に
な
っ
た
候

補
に
自
民
党
本
部
か
ら
政
党
助
成
金
を

使
っ
て
２
千
万
円
振
込
ん
だ
事
を「
赤
旗

日
刊
紙
」
が
暴
き
、
自
民
の
１
強
を
終
わ

ら
せ
る
決
定
打
に
な
り
ま
し
た
。 

自
民
党
・
公
明
党
は
少
数
与
党
で
政

権
運
営
を
す
る
不
安
定
政
局
が
待
ち
受

け  

 
 

 

与
党
過
半
数
割
れ—

自
民
一
強
の
政
治
を
終
わ
ら

せ
た
力 

 

総
選
挙
を
お
わ
っ
て 

 

加
藤
ユ
リ
会
長
の
談
話 
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支
部
結
成
以
来
、
６
年
連
続
で 

国
賠
署
名
目
標
達
成
の
教
訓 

 

 
 

 
 

 
 

 

行
田
・
羽
生
支
部 

支
部
は
、
県
同
盟
発
足
当
時
の
県
本
部
役

員
と
し
て
奮
闘
さ
れ
た
須
永
甫
氏
の
顕
彰

運
動
の
取
り
組
み
か
ら
出
来
た
支
部
で
す
。 

当
初
は
、
３
人
の
点
在
会
員
か
ら
ス
タ
ー

ト
。
こ
の
６
年
間
で
、
会
員
は
32
名
に
増
え
、

年
に
1
度
の
総
会
を
軸
に
、
隔
月
支
部
会

議
や
映
画
や
学
習
講
演
会
な
ど
様
々
な
企

画
な
ど
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
中
で
も
、

同
盟
の
第
一
の
任
務
で
あ
る
国
賠
署
名
は
、

総
会
で
個
人
と
団
体
署
名
目
標
を
確
認
し
、

①
１
人
10
筆
、
20
筆
を
目
標
に
、
み
ん
な
で

取
り
組
む
、
②
会
長
を
先
頭
に
、
市
内
の
労

組
や
団
体
に
申
し
入
れ
懇
談
し
、
協
力
を
依

頼
、
③
５
月
の
国
会
請
願
に
は
毎
回
支
部
代

表
を
派
遣
、
22
年
度
４
名
、
23
年
度
２
名

な
ど
、
④
メ
ー
デ
ー
、
戦
争
展
、
映
画
会
な

ど
の
実
行
委
員
会
に
支
部
が
参
加
し
、
同
盟

旗
も
掲
げ
て
、
市
内
の
平
和
団
体
の
一
つ
に

認
可
さ
れ
つ
つ
あ
る
な
ど
の
広
が
り
を
作
り

出
し
て
き
ま
し
た
。 

発
足
当
時
か
ら
個
人
署
名
の
年
度
別
個 

人
署
名
目
標
と
実
績
は
、
次
の
通
り
で
す
。

18
年
度
目
標
２
０
０
筆
（
実
績
２
０
０
筆
）
、

19
年
度
２
０
０
筆
（
２
１
４
筆
）
、
20
年
度
３

０
０
筆
（
３
４
３
筆
）
、
21
年
度
３
０
０
筆
（
３

６
２
）
、
22
年
度
３
０
０
筆
（
３
２
４
筆
）
、
23

度
年
３
０
０
筆
（３
４
５
筆
）
。  

 
 

以
上 

 

   

上
尾
支
部
は
十
月
七
日
（
月
）
午

後
、
市
内
に
て「
種
ま
く
人
び
と
」
上

映
会
を
開
催
し
、
会
員
以
外
の
人
を

含
む
二
十
二
名
が
参
加
し
ま
し
た
。 

参
加
者
か
ら
は「
『
歴
史
を
学
ぶ
こ

と
は
、
二
度
と
繰
り
返
さ
な
い
た
め
』

と
の
山
田
朗
先
生
の
言
葉
に
は
っ
と
し

た
。「
犠
牲
者
が
亡
く
な
る
の
を
待
っ

て
い
る
よ
う
な
国
の
姿
勢
に
一
刻
も

早
く
責
任
を
取
ら
せ
た
い
」「
今
ま

た
、
あ
の
時
代
に
戻
る
よ
う
な
危
険

な
法
律
が
次
々
と
出
て
き
て
お
り
恐

ろ
し
い
」「
こ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
た
こ
と

を
も
っ
と
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
わ

な
い
と
」「
誘
わ
れ
て
参
加
し
た
が
、
な

か
な
か
理
解
が
難
し
い
。
資
料
が
あ
れ

ば
参
考
に
で
き
た
」「
良
い
映
画
で
し

た
。
今
後
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
購
入
し
て
地
域

で
も
上
映
会
を
開
催
し
て
い
き
た

い
」
、
ま
た「
現
在
の
憲
法
制
定
後
の

国
民
弾
圧
法
に
は
ど
の
よ
う
な
も
の

が
あ
り
ま
す
か
？
」…

な
ど
の
感
想

や
質
問
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

会
場
で
は「
治
安
維
持
法
と
は
何

か
」
の
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
が
六
部
販
売
さ

れ
ま
し
た
。 

（「
上
尾
支
部
ニ
ュ
ー
ス
」№
１
よ
り
転
載
」 

 

国
会
請
願
署
名
推
進
コ
ー
ナ
ー 

支部活
動交流 

「
種
ま
く
人
び
と
」
上
映
会

に
二
十
二
人
が
参
加―

感

動
広
が
る
・・・上
尾
支
部 

10
月
は
、「
特
別
月
間
」
を
設
け
て
取
り 

組
み
ま
し
た
が
、
突
然
の
選
挙
に
な
っ
た
こ 

と
も
あ
り
、
充
分
な
取
組
に
す
る
こ
と
が 

で
き
ず
、
会
員
拡
大
１
名
、
署
名
、
個
人
２ 

１
５
筆
、
団
体
２
筆
に
留
ま
り
ま
し
た
。 

 

今
年
も
１
カ
月
余
を
残
す
の
み
と
な
り 

ま
し
た
。
大
変
忙
し
い
時
期
で
は
あ
り
ま 

す
が
、
各
支
部
は
、「
年
内
目
標
」
達
成
め 

ざ
し
て
ご
活
躍
く
だ
さ
い
。 

 

 

 

 

10
月
の
会
員
は
1
名
の
前
進
で
し
た 

 

 

年
末
に
あ
た
り
〝
会
員
・
読
者
〟 

の 

み
な
さ
ん
の
お
願
し
ま
す 

mailto:chian2022@gmail.com
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同
年
九
月
、「
日
本
教
職
員
組
合
啓

明
会
」
を
名
乗
る
に
至
り
ま
す
。 

日
本
教
育
労
働
者
組
合
と
新
興
教

育
研
究
所
・
・
・
・
日
本
教
育
労
働
者

組
合
（
教
労
）
は
、
一
九
三
〇
（
昭
和

五
）年
に
結
成
さ
れ
ま
す
。 

創
立
大
会
は
、
非
合
法
で
し
た

が
、
多
く
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
各
方
面
か

ら
寄
せ
ら
れ
ま
す
。
桜
沢
小
学
校

（
旧
桜
沢
村
、
現
寄
居
町
）
の
教
師
、

高
橋
幸
昌
は
、
教
労
の
活
動
に
深
く

か
か
わ
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、
そ
の

こ
と
が
、
い
わ
ゆ
る「
赤
化
教
員
事

件
」
で
寄
居
署
に
逮
捕
さ
れ
た
大
き

な
理
由
に
な
り
ま
す
。
教
労
の
目
的

は
、
次
の
よ
う
に
定
め
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
①
組
織
の
闘
争
で
、
教
育
労
働

者
の
生
活
維
持
改
善
を
計
り
、
プ
ロ

レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
勝
利
に
よ
る
一
般

被
圧
迫
大
衆
の
解
放
と
共
に
、
教
育

労
働
者
の
完
全
開
放
の
た
め
に
闘

う
。
②
反
動
教
育
化
の
プ
ロ
レ
タ
リ

ア
、
貧
農
児
童
の
物
資
的
、
精
神
的

生
活
保
護
、
学
校
生
活
の
改
善
を
計

る
と
と
も
に
、
資
本
家
、
地
主
教
育

撲
滅
と
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
教
育
の
建
設
の

た
め
に
闘
う
。
③
各
産
業
労
働
組

合
、
農
民
組
合
と
綿
密
な
連
携
、
援

る 
    

   

 

埼
玉
の
教
師
た
ち
の
闘
い 

啓
明
会
の
活
動
・
・
・
・
一
九
一
九

（
大
正
八
）
年
八
月
、
当
時
、
元
埼
玉

師
範
教
師
だ
っ
た
下
中
弥
三
郎
（
兵

庫
県
出
身
の
ち
平
凡
社
社
長
）
を
指

導
者
に
、
県
下
の
埼
玉
師
範
出
身
の

小
学
校
教
師
ら
に
よ
っ
て
啓
明
会
の

活
動
が
開
始
さ
れ
、
四
日
に
、
東
京

神
田
の
青
年
館
で
発
会
式
を
上
げ
ま

す
。
そ
の
宣
言
は
、「
一
、
我
等
は
真

人
間
の
性
格
を
基
調
と
す
る
社
会
生

活
の
実
態
を
理
想
と
す
。
故
に
公
正

な
る
人
間
一
切
の
要
求
を
肯
定
し
、

公
正
な
る
凡
て
社
会
の
存
在
を
尊
重

す
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
趣

意
書
に
は
、「
力
の
団
結
と
し
て
教
育

者
の
職
分
的
自
覚
を
高
調
し
」「
誤
れ

る
一
切
の
思
想
と
闘
い
、
混
沌
と
し
て

帰
趨
に
迷
え
る
民
衆
生
活
に
一
台
光

明
を
投
げ
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
」

と
記
述
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
教
師

の
団
結
に
よ
る
民
主
教
育
の
宣
言
で

あ
る
と
も
い
え
る
で
し
ょ
う
。 

 

啓
明
会
の
活
動
は
、
わ
が
国
の
民
主

主
義
教
育
運
動
の
先
鞭
を
な
す
も
の

で
あ
り
ま
し
た
。
啓
明
会
の
第
二
回

大
会
は
、
一
九
二
〇
（
大
正
九
）
年
二

月
に
、
熊
谷
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

大 

      

に
ベ
ル
ト
で
叩
か
れ
、
腰
が
立
た
ず
に
、
這
っ

て
面
会
に
出
て
き
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
あ
る
と
き
は
、
鉛
筆
を
手
の
間
に
何

本
も
は
さ
み
、
思
い
き
り
締
め
付
け
ら
れ
、

赤
く
膨
れ
上
が
り
、
そ
の
手
で『
坊
主
来
た

か
』
と
言
っ
て
面
会
に
来
た
我
が
子
龍
介
の

頭
を
さ
す
っ
た
の
で
す
。
そ
れ
で
も
一
歩
も

譲
ら
ず
自
分
の
意
思
を
貫
き
通
し
た
の
で
、

永
い
永
い
留
置
場
生
活
で
し
た
」
と
妻
の
北

条
百
合
子
さ
ん
が
著
書
で
語
っ
て
い
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

（次
号
は
メ
ー
デ
ー
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埼
玉
県
の
戦
前
に
お
け
る 

 
 

 

「
社
会
進
歩
の
た
た
か
い
と
抵
抗
の
歴
史
」 

 

助
的
な
地
位
に
於
い
て
、
そ
の
闘
争
の
発
展
と

勝
利
の
た
め
に
闘
う
。
④
国
内
及
び
国
際
に
於

け
る
教
育
労
働
者
運
動
の
戦
線
統
一
を
期
す
。 

新
興
教
育
研
究
所
（
新
教
）
は
、「
新
労
」
結

成
の
三
カ
月
前
に
創
設
さ
れ
ま
す
。
教
労
の
宣

伝
、
啓
蒙
部
門
を
受
け
持
つ
機
関
で
し
た
。
そ
の

創
立
宣
言
に
は
、
次
の
よ
う
な
文
章
が
記
述
さ

れ
て
い
ま
す
。「
現
教
育
は
、
封
建
的
残
存
物
清

算
で
、
未
熟
な
日
本
ブ
ル
ジ
ョ
ア
文
化
を
反
映

す
る
」
も
の
で
あ
り
、「
新
興
教
育
の
科
学
的
建

設
」が
必
要
で
あ
る
。 

赤
化
教
員
事
件
・
・
・
・
一
九
三
一
年
（
昭
和

六
）八
月
、
桜
沢
小
学
校
教
師
、
高
橋
幸
昌
、
北

条
英
が
突
如
、
寄
居
警
察
に
逮
捕
さ
れ
ま
す
。

世
に
言
う
「
赤
化
教
員
事
件
」
で
す
。
当
時
、

『
東
京
朝
日
新
聞
』
埼
玉
版
に
は
、
次
の
記
事
が

掲
載
さ
れ
ま
し
た
。「
県
特
高
課
で
は
、
新
興
教

育
研
究
会
に
県
下
小
学
校
教
員
の
調
査
に
努

め
、
大
里
郡
桜
沢
小
学
校
准
訓
導
高
橋
幸
昌

（
二
二
）
を
退
職
せ
し
め
る
に
至
っ
た
が
、
ま
た
ま

た
同
校
選
科
正
教
員
、
北
条
英
（
二
二
）
も
関

係
し
て
い
る
こ
と
判
明
、
二
十
四
日
午
後
一
時
、

寄
居
署
に
対
し
、
両
人
検
束
の
指
令
を
下
し
、

同
署
で
は
同
日
深
更
、
両
名
を
検
束
し
て
引
致

す
る
と
共
に
家
宅
捜
査
を
断
行
し
た
が
、
証
拠

品
を
押
収
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。 

「
赤
化
教
員
事
件
」
は
、
弾
圧
政
策
の
典
型
的

な
現
わ
れ
で
し
た
。
特
高
に
逮
捕
さ
れ
た
北
条

英
は
、
過
酷
き
わ
ま
る
拷
問
を
う
け
ま
す
。「
あ

る
日
に
は
、
目
隠
し
を
さ
れ
、
五
、
六
人
の
警
官

に 

                

短 

歌 

仏
壇
の
位
牌
が
出
て
き
た
新
党
首 

手
の
平
返
し
の
ニ
ュ
ー
リ
ー
ダ―

も 

春
日
部
市 

  

細
谷 

宜
朗 

累
上
で
敵
選
手
と
に
っ
こ
り
大
谷
さ
ん 

試
合
楽
し
む
野
球
少
年
か
な 

宇
都
宮
市 

 

宮
地 

さ
か
枝 

俳 

句 

青
葉
一
面
中
よ
り
水
色
ジ
ャ
ガ
の
花 

春
日
部
市 

 

浅
子 

薫
衣 

久
々
に
家
族
で
旅
に
秋
美
味
し 

行
田
市 

  

大
野 

辰
男 

袴
田
無
罪
四
字
見
つ
め
る
秋
灯
下 

さ
い
た
ま
市  

小
池 

荘
市 

コ
ン
バ
イ
ン
稲
刈
る
後
に
鳩
の
群
れ 

行
田
市 

  

鈴
木
し
げ
る 

秋
深
し
庭
の
小
枝
に
渡
り
鳥 

行
田
市 

  

鈴
木 

み
ち 

 

川 

柳 

九
条
の
盾
で
囲
も
う
ガ
ザ
の
子
を 

さ
い
た
ま
市  

小
池 

荘
市 

総
選
挙 

裏
金
自
民
に 

天
罰
が 

春
日
部
市 

  

福
家 

駿
吉 

        

連 載

第 15回 

 

の
戦
後
政
治
を
ゆ
が
め
て
き
た
こ
と
。
い
ま
の

自
民
党
政
治
の
根
本
に
、
戦
争
と
弾
圧
の
歴

史
へ
の
無
反
省
が
あ
る
事
な
ど
を
学
び
、
現

在
、「
再
び
戦
争
と
暗
黒
政
治
を
許
さ
な
い
」

国
賠
同
盟
の
活
動
を
続
け
て
い
る
。 

「
核
抑
止
論
」
を
含
め
〝
武
力
で
平
和
は
つ 

く
れ
な
い
〟
事
を
肝
に
銘
じ
、
戦
争
の
記
憶
が

僅
か
で
も
残
っ
て
い
る 

最
後
の
世
代
の
責
任
と 

し
て
、「
戦
争
は
絶
対
や 

っ 

て
は
な
ら
な
い
」
の
声 

を
上
げ
続
け
た
い
。 

                                                 

 

本
連
載
含
め
立
派
な
本
に
な
り
ま
し
た 

埼
玉
県
本
部 

創
立
五
〇
周
年
記
念
誌 

〝
歴
史
に
学
び 

新
し
い
明
日
へ
〟
普
及
を 

① 

社
会
進
歩
の
た
た
か
い
と
抵
抗
の
歴
史 

② 

世
界
・
日
本
・埼
玉
の
現
代
史
年
表 

 

③ 

埼
玉
県「
国
賠
同
盟
」
50
年
の
歩
み 

④ 

埼
玉
ゆ
か
り
の「
治
安
維
持
法
等
犠
牲

者
」２
６
０
名
の
名
簿
を
詳
細
に
公
表 

⑤ 

「
犠
牲
者
」
の
肖
像
画
と
各
種
資
料 

       

＊
読
了
さ
れ
た
方
の
〝
感
想
文
〟
募
集
中
で
す 
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小
池 

荘
市
（
84
歳
） 

私
が
、
い
ま
生
涯
最
後
の
仕
事
と
し

て「
国
賠
同
盟
」
の
活
動
を
し
て
い
る
の

も
戦
争
体
験
か
ら
き
て
い
る
と
思
う
。 

私
は
昭
和
15
年
生
ま
れ
で
、
終
戦

の
時
は
ま
だ
5
歳
４
カ
月
の
幼
児
だ
っ

た
が
、
終
戦
の
日
の
事
を
妙
に
鮮
明
に

覚
え
て
い
る
。
晴
れ
渡
っ
た
青
空
の
も

と
畑
の
中
に
持
ち
出
さ
れ
た
ラ
ジ
オ

の
前
で
頭
を
垂
れ
て
玉
音
放
送
を
聴

く
大
人
達
を
尻
目
に
、
は
し
ゃ
ぎ
飛

び
回
る
幼
き
日
の
自
分
の
姿
を
・・・
。 

私
の
生
地
は
、
東
京
・
神
田
だ
が
、

終
戦
の
年
の
2
月
の
東
京
空
襲
で
神

田
周
辺
に
焼
夷
弾
が
落
と
さ
れ
自
宅

は
全
焼
し
た
。
前
の
年
の
４
月
に
母
親

の
生
家
の
あ
る
信
州
上
田
へ
疎
開
し
て

い
た
の
で
家
族
は
全
員
無
事
だ
っ
た

が
、
全
財
産
を
失
う
こ
と
に
な
る
。 

私
の
戦
争
体
験
は
、
あ
の
信
州
の
片

田
舎
に
も
B

29
が
飛
ん
で
き
て
、
空

襲
警
報
が
発
令
さ
れ
る
と
、
自
宅
の

小
さ
な
庭
に
掘
っ
た
家
族
が
や
っ
と
入

れ
る
防
空
壕
に
逃
げ
込
ん
だ
怖
か
っ
た

記
憶
や
夜
に
な
る
と
電
灯
の
周
り
を

風
呂
敷
で
囲
ん
で
光
が
外
に
漏
れ
な

い
よ
う
に
す
る
窮
屈
な
生
活
も
思
い

だ
す
が
、
そ
れ
よ
り
も
、
む
し
ろ
、
戦 

生  

 

争
に
よ
っ
て
庶
民
に
も
た
ら
さ
れ
た
戦
後

の
悲
惨
な
生
活
に
あ
る
と
感
じ
て
い
る
。 

戦
後
の
混
乱
期
、
東
京
で
は
親
を
失
っ

た
戦
争
孤
児
が
巷
に
あ
ふ
れ
た
と
云
わ
れ

た
が
、
疎
開
地
の
信
州
で
も
、
傷
痍
軍
人

が
街
角
に
立
ち
物
乞
い
を
す
る
姿
が
暫
く

続
い
た
し
、
私
の
隣
の
家
の
息
子
は
戦
地
で

マ
ラ
リ
ア
に
罹
っ
て
戻
り
、
隔
離
部
屋
を
作

っ
て
看
病
し
て
い
た
が
間
も
な
く
亡
く
な
っ

た
。
ま
た
、
私
の
ク
ラ
ス
に
も
戦
争
で
父
親

を
亡
く
し
た
子
が
３
人
も
い
た
。
そ
の
点

で
、
わ
が
家
は
父
親
が
戦
地
に
行
か
ず
家

族
に
戦
死
者
を
出
さ
ず
に
済
ん
だ
の
で
幸

い
だ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
父
親
の

失
業
も
あ
っ
て
東
京
へ
戻
る
事
も
出
来
ず
、

明
日
の
米
を
も
買
え
な
い
苦
し
い
生
活
を

過
ご
す
こ
と
に
な
る
。
買
い
出
し
に
行
く
た

び
に
母
親
の
着
物
が
１
枚
１
枚
減
っ
て
い
く

生
活
が
続
き
、
学
校
に
給
食
費
を
持
っ
て

行
け
な
か
っ
た
時
の
辛
い
気
持
ち
を
今
で

も
思
い
出
す
。 

だ
か
ら
、 

幼
い
な
が
ら
も 

〝
戦
争
さ
え
な
か
っ
た
ら
〟
と
考
え
な
が

ら
成
長
し
て
来
た
よ
う
に
思
う
。 

18
歳
で
憧
れ
の
東
京
に
出
て
就
職
し
、

い
ろ
い
ろ
学
ぶ
中
で
、
あ
の
時
代
に
戦
争
に

反
対
し
た
人
々
が
い
た
こ
と
を
知
り
感

激
、
人
生
観
を
変
え
る
き
っ
か
け
に
も
な
っ

た
。
そ
し
て
、
日
本
の
戦
後
政
治
が
、
Ａ
級

戦
犯
や
「
特
高
」
等
が
生
き
延
び
、
ア
メ
リ

カ
と
の
従
属
関
係
を
深
め
な
が
ら
、
日
本

カ   

治 

 

新企画 

第４回 

 
戦
争
を
語
り
継
ぐ 

〝
私
の
戦
争
体
験
〟 

 

創
立
五
〇
周
年
記
念
誌
を
読
ん
で 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

春
日
部
市 

福
家
駿
吉 

戦
前
明
治
憲
法
の
下
、
社
会
進
歩
を
進
め

る
人
達
に
対
し
治
安
維
持
法
を
つ
く
り
激
し

い
弾
圧
を
加
え
ま
し
た
。 

こ
の「
記
念
誌
」
は
、
県
内
の
弾
圧
に
抗
し
て

立
ち
上
が
っ
た
人
達
と
事
件
を
、
年
代
を
追
っ

て
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
埼
玉
に
関
わ

る
犠
牲
者
名
簿
も
丹
念
に
調
べ
て
二
六
〇
名

の
方
々
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
戦
前
の
闘
い

の
年
表
は
大
変
勉
強
に
な
る
し
、
50
年
の「
県

同
盟
の
歩
み
」
は
、
昔
を
振
返
っ
て
懐
か
し
く

楽
し
く
読
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

今
、
自
公
政
権
は
軍
拡
と
反
動
法
を
強
行

し
、
安
保
法
制
の
も
と
、
ア
メ
リ
カ
に
従
属
し

て
戦
争
準
備
の
体
制
を
強
め
て
い
ま
す
が
、
こ

の
記
念
誌
は
、
き
っ
と
平
和
と
民
主
主
義
を

ま
も
る
闘
い
に
役
立
つ
事
で
し
ょ
う
。 

       

  
    
   
    

 

 

 




